
　宮内省管轄下の官立学校であった学

習院・女子学習院は、1945（昭和20）年

12月に学制を改正し、華族子女の教育と

いう創立以来の目的を改め一般市民に

門戸を開放しました。翌46年、両学習院

は宮内省から離れ私立学校として独立

するため、校地校舎及び資金の下賜を

要求しました。しかしGHQ-SCAP（連合

国最高司令官総司令部）は、宮内省が

管理する皇室財産は国有財産であり、私

立学校への下賜はできないとして要求を却下しました。

　山梨勝之進学習院長をはじめ学習院関係者は、学

校の存続を賭けて46年8月からGHQ民間情報教育局

（CIE）との交渉を幾度も重ねました。学習院アーカイブ

ズが所蔵する「教育部ヘノ請願案」には、交渉の際に

作成・提出された文書が綴じられています。山梨らの

努力の結果、CIEか

ら好感触を得てようや

く学習院は存続の目

処が立ち、元海軍大

将であった山梨は10月

に院長を退任しまし

た。両学習院の運営

は安倍能成院長に委

ねられ、1947（昭和22）

年に学習院と女子学習院は宮内省から離れて財団法

人学習院となり、4月より私立学校として再出発を遂げ

たのです。

　写真の文書は46年8月にCIE教育局長宛に提出され

た請願書の原案で、山梨院長の直筆で「要スルニ学習

院ハ茲ニ存亡ノ危機ニ瀕シツゝアリ……何トカシテ此窮境

ヲ突破シタシ」と、学習院のおかれた状況が生 し々く記さ

れています。払い下げられた陸軍の罫紙が使用されてい

ますが、当時はこの罫紙が最も紙質の良いものでした。

　こうした昭和20年代前後に作成された文書には、

私立学校発足時の文書や大学開設関係の文書など

学習院の歴史を語る重要な記録が多く含まれていま

す。しかしそのほとんどは酸性劣化が進み、保存措置

が急務となっています。
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校規第７条第１項該当（学校の長又はこれに準ずる職にある者）
林　知宏（高等科・中等科長）
任期：25.4.1～ 26.9.8

25.4.1付

校規第７条第１項該当
加川　紀代子

25.3.31付

校規第７条第３項該当
竹島　芳樹　　

25.3.31付

校規第７条第３項該当（学識経験者及びこの法人の関係者）
早川　仁（事務局長兼総務部長）
任期：25.4.1～ 27.3.31

25.４.１付

【学習院功労章】
　（個人）
　　（匿　名）
　　髙橋　美乃 殿
　　田原　英 殿

　　熊野　弘幸 殿
　　進士　肇 殿

以上5名　25.4.23付

佐々木　毅（大学法学部教授）
南部　鶴彦（大学経済学部教授）
飯高　茂（大学理学部教授）
前田　重行（大学専門職大学院法務研究科（法科大学院）教授）
松尾　美惠子（女子大学国際文化交流学部教授）

●平成24年度停年退職者（H25年3月31日付）

●平成25年度専任教員採用者（H25年4月1日付）

【学習院大学名誉教授】
　岩田　規久男（元経済学部教授）
　南部　鶴彦（元経済学部教授）
　淺羽　　茂（元経済学部教授）
　新川　哲雄（元文学部教授）
　飯高　　茂（元理学部教授）

以上5名　　25.4.1付

【学習院女子大学名誉教授】
　松尾　美惠子（元国際文化交流学部教授）

以上1名　　25.4.1付

【春の叙勲】
瑞宝中綬章　　
　　篠沢　秀夫（大学名誉教授）
　　堀越　孝一（大学名誉教授）

以上２名　　25.4.29付

【学習院名誉教授】
　　千葉　糺（元高等科教諭）
　　加川　紀代子（元女子高・女子中等科長）

以上2名　　25.4.1付

三藤　邦彦
（大学名誉教授、元大学法学部教授、元常務理事、元監事、元評議員）
享年 84         平成24年11月26日　逝去
　本院における略歴
昭和30年1月17日
昭和33年4月1日
昭和37年4月1日
昭和39年4月1日
昭和58年4月1日
昭和60年4月1日
平成8年6月 6日
平成11年4月1日
平成11年3月31日
平成11年4月1日

大学政経学部講師
大学政経学部助教授
大学政経学部教授
大学法学部教授
大学法学部長（昭和60年3月31日まで）
学習院常務理事（昭和63年3月31日まで）
学習院評議員（平成11年3月31日まで）
学習院監事（平成17年3月31日まで）
停年退職
大学名誉教授

岩淵　達治（大学名誉教授、元大学文学部教授）
享年 85         平成25年2月7日　逝去
　本院における略歴
昭和28年4月1日
昭和28年７月1日
昭和30年10月1日
昭和42年4月1日
平成10年3月31日
平成10年4月1日

大学文学部助手
大学文学部講師
大学文学部助教授
大学文学部教授
停年退職
大学名誉教授

中村　厚史（大学名誉教授、元大学経済学部教授）
享年 83          平成24年10月11日　逝去
　本院における略歴
昭和54年4月1日
平成7年4月1日
平成11年3月31日
平成11年4月1日

大学経済学部教授
大学経済学部長（平成9年3月31日まで）
停年退職
大学名誉教授

門脇　卓爾（大学名誉教授、元大学文学部教授）
享年 87         平成24年12月28日　逝去
　本院における略歴
昭和36年4月1日
昭和36年10月 1日
昭和42年4月 1日
平成7年3月31日
平成7年4月1日

大学文学部講師
大学文学部助教授
大学文学部教授
停年退職
大学名誉教授

停年

千葉　糺（高等科教諭）
宮﨑　英夫（内部監査室参与）
多勢　勇（財務部参与）
川西　時彦（女子大学総務部参事）
笠島　万里子（大学アドミッションセンター主事）

藤江　光雄（施設部主事）
太田　友治（施設部用務主任）
髙金　久悦（女子高等科・女子中等科守衛）
瀬戸　勝治（高等科・中等科用務員）
佐竹　和比古（女子高等科・女子中等科用務員）

就任理事

退任理事

大学

岩淵　令治（国際文化交流学部教授）

女子大学

甲斐　伊織（教諭）

中等科

髙山　亮子（教諭）

幼稚園

井上　裕功（教諭）

高等科

田渕　七海子（教諭）

女子高等科・女子中等科

新川　哲雄（大学文学部教授）
選択停年

加川　紀代子（女子高等科・女子中等科長）

古城　毅（法学部教授）
田中　勝人（経済学部教授）
村瀬　英彰（経済学部教授）
米山　茂美（経済学部教授）
飯沼　慶一（文学部教授）
岩﨑　淳（文学部教授）
嶋田　由美（文学部教授）

山﨑　準二（文学部教授）
山田　澄生（理学部教授）
若松　良樹（専門職大学院法務研究科（法科大学院）教授）
郡谷　大輔（専門職大学院法務研究科（法科大学院）教授（実務家教員））
松村　昌人（専門職大学院法務研究科（法科大学院）教授（実務家教員））
望月　栄里子（専門職大学院法務研究科（法科大学院）教授（実務家教員））

中野　剛（法学部特別客員教授）
若杉　隆平（経済学部特別客員教授）
松元　暢子（法学部准教授）
西村　淳一（経済学部准教授）
松波　直弘（文学部准教授）
久保田　福美（文学部講師）
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山梨勝之進院長

学校の存続を賭けて
――山梨院長とGHQの交渉――

（学習院アーカイブズ　桑尾 光太郎）

「教育部ヘノ請願案」
（1946年8月）


